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令和４年１１月１５日 

鹿児島市立大龍小学校 

 

心豊かでよりよく生きようとする子供を育成する道徳教育の在り方 

～「道徳的実践」につなげる道徳科指導の工夫を通して～ 

【校訓】 

敬天愛人  奮励努力 
 

天を敬い 礼儀正しくあれ 

人を愛し 心やさしくあれ 

（西郷南洲翁の遺訓） 

しっかりと学び かしこくあれ 

うんと鍛えて たくましくあれ 

（東郷平八郎元帥の遺訓） 
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Ⅰ 研 究 の 概 要   

１ 研究主題 

 

 

 

 

２ 研究主題設定の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 研究主題に関する基本的な考え方 

 ⑴ 心豊かな子供とは 

 

 

 

 ⑵ よりよく生きようとする子供とは 

   

 

 

 ⑶ 道徳科における目指す子供の姿 

 

 

 

 

 

心豊かでよりよく生きようとする子供を育成する道徳教育の在り方 
～「道徳的実践」につなげる道徳科指導の工夫を通して～ 

 
 
〇 国際化，情報通信技術の進展 

〇 価値観の多様化 

〇 いじめ，不登校問題 

〇 

〇 学習指導要領改訂 

 ・ 

 
 
〇 正直で思いやりのある子供が多い。 

道徳性（礼儀，規範意識，節度・節制）や
コミュニケーション能力に課題 

（
〇 「道徳的実践意欲と態度」に課題 

〇 自己有用感の低下 
（  

 

 
 
〇 「世界にはばたく日本人を目指し，広い心，
豊かな想像力，健やかな体をもった活力あふ
れる児童を育成する」 

〇 人権尊重の精神「心の教育の充実」 
〇 校訓「敬天愛人」「奮励努力」 
〇 ノーベル賞の気風が漂う学校づくり 

 道徳科を要とした全教育活動を通して獲得した新しい見方・考え方を生かしながら，道徳的価値の

よさや意義を，日常生活の様々な場面で想起し，自分の生き方や状況を支えるよりよい価値を選択

し，よりよく生きようという気持ちをもつことができる子供。 

社会の要請・教育の動向 
 

学校の教育目標 

 

児童の実態  
 
〇 全教育活動と道徳科を関連させた道徳教
育の推進 

〇 道徳科の指導法改善 
 ・ 学習活動の精選 
 ・ 振り返りの時間の確保 
 ・ 対話活動の充実  
・ ICT機器の活用 等 

〇 道徳教育における地域・家庭との連携の在
り方       

 

教職員の課題 

困っている人がいれば優しく声をかけたり，ボランティア活動等，人の役に立つことを進んで行っ

たりするなどの「豊かな心」をもち，家庭，学校，その他の社会における具体的な生活の中に生かすこ

とができる子供。 

 

① 道徳的価値について理解することができる子供 

② 人間の心の弱さ等の人間理解ができる子供 

③ 自分とは違う見方・感じ方・考え方に共感する等の他者理解ができる子供 

④ 自らを振り返り，自分との関わりで道徳的価値をとらえることができる子供 

⑤ 道徳的価値を自分なりに発展させていくための思いや課題に気付くことができる子供 



- 2 - 

 

４ 研究の仮説 

【仮説１】 

 

 

 

 

【仮説２】 

 

 

 

 

５ 研究の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各教科等との関連を密にした道徳教育テーマ学習を展開し，家庭，地域との多様な連
携を図った道徳教育を推進していけば，子供たちの日常生活の中で生きて働く道徳性
を育むことができるであろう。 

道徳科の授業において，対話活動や体験的活動の充実などの指導方法の工夫を図れ
ば，ねらいとする道徳的価値のよさを理解し，自己の生き方についての考えを深めるこ
とができるであろう。 

⑴ 指導過程の工夫 

⑵ 対話活動の工夫 

⑶ 体験的活動の工夫 

⑷ 評価の工夫 

⑸ 教師の指導力向上のための取組  

（視点１）道徳科の指導法の工夫 

⑴ 重点内容項目に応じた学期別道徳

教育テーマ学習構想図の作成・活用 

⑵ 道徳的環境の充実 

（視点２）道徳教育テーマ学習の推進 

⑴ 家庭や地域との連携の充実 

 

⑵ 家庭や地域への情報発信 

（視点３）家庭・地域との連携 

心豊かでよりよく生きようとする子供の育成 
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Ⅱ 研 究 の 実 際   

１ 道徳科の指導法の工夫（視点１） 

 

⑴ 指導過程の工夫 

① ドラゴンスピリッツ（テーマ学習構想図：児童用）の活用 

子供たちに自己を振り返らせ，ねらいとする 

道徳的価値について考える視点を明確にもたせ 

たり，道徳科で学んだことを今後の学校生活の 

中で実践しようという意欲をもたせたりするた 

めに，児童用テーマ学習構想図（ドラゴンスピ 

リッツ）を授業の導入や終末で活用した。 

 

② 導入のスリム化 

中心となる活動や振り返りの時間を確保するために，導入でドラゴンスピリッツ

を活用し，ねらいとする道徳的価値の焦点化を図ったり，教材を読むことから始め，

教材の問題場面を子供たちの実態と関連付けることによって，子供たちの意識をね

らいとする道徳的価値に方向付けたりした。                        

 

③ 自己肯定感を高める終末の工夫 

自己を見つめ直し，発展させていくことへの希望がもてるような終末にするため

に，善い行いができていた時の写真を提示したり，内容項目に関わる児童作文や日

記等を紹介したりして，自己肯定感を高める工夫をした。 

 

⑵ 対話活動の工夫 

① 思考ツール，ネームプレートの活用（考える道徳） 

 自分の考えをしっかりもたせ，それを表現させるた

めに，問いに対して，自分の立場を示すことができる

発問を設定した。また，思考ツールやネームプレート

を活用することで，自分自身の道徳的価値観に支えら

れた理由や根拠を述べたくなったり，聞きたくなった

りする状況が必然と生まれてくるような場を設定し

た。 

 

② 目的をもった対話活動（議論する道徳） 

道徳的価値等について多面的・多角的に考えさせる    

ために，自分の考えを友達と交流する場を設定した。  

学級の実態に応じ，ペアや少人数グループでの話合いや席を立って自由に自分の考 

えを伝えたり，相手の考えを聞いたりする活動（スタンディングミーティング）， 

コミュニティーボールを用いた円座での対話活動（P4C）を取り入れた。 
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⑶ 体験的活動の工夫 

① モラルスキルトレーニング（疑似場面のロールプレイング）の実施 

本校の課題となっている道徳的実践意欲と態度を育成するために，展開後段で教 

材の中の問題場面と類似した場面の対応につい 

て考える場を設定した。登場人物の生き方から 

学んだことや友達と考えを交流し合ったことで 

新たに加わった道徳的価値の見方や考え方等を 

もとに，子供たちが多面的・多角的に考えたり， 

今後の生き方について深く考えたりできるよう 

にした。また，日常生活で実際に起こりうるよ 

うな場面について考えることで，道徳的実践に 

つなぐことができるのではないかと考えた。 

 

⑷ 評価の工夫 

① ICT機器（ロイロノート）の活用による評価の効率化 

これまでの学習の振り返りや教師の評価を行いやす

くしたり，振り返りの時間を短縮したりするために，高

学年を中心にロイロノートのアンケート機能等を活用

して学習の振り返りを行わせた。 道徳科の目標に明記

された学習活動における子供の姿について見取ること

ができるように入力させる内容を工夫した。 

 

⑸ 教師の指導力向上のための取組  

① みんなで授業づくり 

教師全員が，道徳科授業づくりの理解を深  

め，主体的に研究授業に関わることができる    

ようにするために，従来のような指導案検討 

ではなく，小グループ（低・中・高学年部） 

で，研究授業での教材，児童の実態，道徳的 

価値をもとに学習活動や発問を検討し，全体 

で発表し合う形をとった。 

 

② 個人・学年部研修の充実 

教師全員が主体的に研究内容の検証 

に関わることができるようにするため 

に，学年でリレー形式の研究内容の検 

証授業（同一教材や同一内容項目の授 

業）を行い，成果や課題をまとめ，実践 

発表を行った。 
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２ 道徳教育テーマ学習の推進（視点２） 

 

⑴ 重点内容項目に応じた学期別道徳教育テーマ学習構想図の作成 

 

⑵ 道徳的環境の充実 

① ドラゴンスピリッツ（児童用）の掲示 

重点内容項目に対する子供たちの意  

識の継続・発展を図り，道徳教育に対す  

る学びと実践をつなぐために，児童用 

テーマ学習構想図（ドラゴンスピリッ 

ツ）を学期ごとに作成した。道徳教育に 

関連した学校行事等の感想や写真，道 

徳科のワークシート等とともに教室前 

方に掲示した。  

 

② 「道徳コーナー」の設置 

子供たちに他の子供や保護者の

考えをもとに道徳的価値について

多面的・多角的に考えさせるため

に，校内の廊下や階段にある掲示

板に「道徳コーナー」を設置し，月

１回実施した「道徳の宿題」（次頁

参照）を掲示した。 

 

① 学期ごとの実効性のある「テーマ学習構想図」（教師用）の作成 

教師が各教科等の道徳教育との  

関連を視野に入れ，重点内容項目に  

対して意図的・計画的に指導できる  

ようにするために，指導内容の配列 

を工夫したり，重点指導内容項目に 

ついて各学期２回取り扱うよう組 

み込んだりする等，重点内容項目と 

関連する他教科等の時間を図式化 

し，実効性のある別葉を学期ごとに 

作成した。 
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３ 家庭・地域との連携（視点３） 

 

⑴ 家庭，地域との連携の充実 

① 「道徳教育アンケート」の実施 

  児童・家庭・地域・職員の視点から本校児童の道徳面での実態を把握するために，

道徳科の内容項目に応じたアンケート（児童，教師，保護者，地域）を実施し，分

析した結果をもとに，学校・学年の重点内容項目を決定した。 

 

② 道徳教育に関する研修会の実施 

職員の指導力向上や家庭における道徳教育推進のために，夏季休業中に講師（NPO 

法人「ルネスかごしま」）を招聘して「傾聴」についての校内研修を行った。保護 

者にも参加を呼びかけた。 

 

③ 親子で取り組む「道徳の宿題」の実施 

家庭の道徳教育への関心を高め，子供 

に道徳的価値について多面的・多角的に   

考えさせるために，毎月２５日を「道徳の 

日（ニコニコの日）」と設定し，その週の 

週末課題として，多様な考えが出ること 

が予想される問題場面について，親子で 

考えを記入し，話し合うことができる「道 

徳の宿題」を出した。 

 

⑵ 家庭，地域への情報発信 

① 道徳だより「心のとびら」の発行 

地域や家庭の道徳教育に対する関心を高め，学   

校と家庭・地域が連携した道徳教育の充実を図る 

ために，「道徳の日」に道徳だより「心のとびら」 

を発行している。日常の道徳教育の取組をはじ 

め，学期ごとの重点指導項目等を紹介している。 

  

② 道徳科の授業参観の実施 

   家庭や地域に道徳教育に対する理解を図るた

めに，「かごしまの教育県民週間」に行われる日

曜参観で道徳科の授業を全学級で公開した。授業

後，授業の感想や「親子で道徳について話をしま

すか。」等のアンケートを実施し，保護者の意見を

今後の道徳教育の取組に生かせるようにした。 
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Ⅲ 研究の成果と課題  

成   果 
○ 道徳教育テーマ学習構想図や行事等と関連させた  

年間指導計画を作成することで，本校の課題である  

内容項目の重点指導を図ることができ，他教科等 

との関連を意識した道徳教育を行うことができた。 

○ 「ドラゴンスピリッツ」を掲示し，活用すること 

で，子供たちに重点内容項目について継続的に意識  

させながら指導することができた。 

○ 道徳科の授業の終末に，内容項目に関して実践で 

きた経験や相手にしてもらってうれしかった経験等 

について紹介したり，発表させたりすることで，自 

己有用感の高まりが見られた。 

○ モラルスキルトレーニングを実施することで，授 

業を通して新たに獲得した見方・考え方を生かした 

記述や発言が見られ，教師が今後の生き方に対する 

価値付けをすることができた。 

○ 「道徳だより」の発行や「道徳の宿題」の実施等 

で，家庭との連携を意図的に図ることにより，道徳 

教育に対する家庭（保護者）の意識の高まりが見ら 

れた。 

課   題 
△ カリキュラム・マネジメントの視点を取り入

れ，道徳教育に地域住民や保護者に積極的に参

加してもらう等，道徳科と他教科等がより有機

的な関連が図られるように指導計画の見直しが

必要である。 

△ 道徳的実践意欲と態度を高め，道徳的実践に

つなげられるように，より効果的なモラルスキ

ルトレーニングの在り方や，終末での「ドラゴ

ンスピリッツ」の活用についても研究を深めて

いきたい。 

△ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けて，

発問や対話活動の在り方等，より具体的な指導

法について更に研究を深めていく必要がある。 

△ 道徳的実践意欲と態度の育成について，展開

後段や終末において，夢や希望を考える活動や

今後の行動や生き方について考える活動を積極

的に取り入れていく必要がある。 

△ 考えを深めるための話合いの仕方や自分の意

見を分かりやすく伝えるための表現力の向上を

図っていく必要がある。 

 

≪引用・参考文献≫ 
○ 『小学校学習指導要領解説：特別の教科道徳編』 文部科学省     （２０１５） 

○ 『やってみよう！新しい道徳授業』       学研教育みらい   （２０１４） 

○ 『新教科道徳はこうしたらおもしろい』     図書文化      （２０１５） 

○  『「問題解決学習」と心理学的「体験学習」による新しい道徳授業 』       図書文化      （２０１３） 

○ 『道徳の時代をつくる！』           教育出版      （２０１４） 
 


